
　　◆　私たちは、入院生活や治療が順調に進むように下記の計画に基づき援助します。

お名前　　　　　　　　様　　主治医　　　　　　　　　受持ち看護師　　　　

（　　/　　） （　　/　　） （　　/　　）

清潔 特に制限ありません。
シャワーに入れま
す。

治療後1時間後から食事が出来ます。
検査後はおにぎりにしています。

食事場所は病室に変更しています。
（　）食から食堂配膳にしています。

水分の制限はありません。 水分は多めに摂取して下さい。

身長・体重を測ります。
病衣に着替えます(シャツ・ももひき・靴
下は脱ぎます)

体温計を回収しま
す。

必要時、除毛をします。 検査前にトイレを済ませて下さい。

入歯、時計、眼鏡、指輪、アクセサリーは
外します。

場合によっては尿の管を入れます。

検査前に点滴を開始します。 点滴 点滴
朝に点滴が外れま
す。

持参した薬を薬剤師が確認します。

カテーテルは（　　　）から入れる予定です。
出血を防ぐためにカテーテルを入れた側の(手首・
肘・足の付け根)は曲げないようにして下さい。

治療は約1時間で終了します。
出血してきたときは、すぐに看護師に伝えて下さ
い。

「息を吸う、吐く、止める」等の指示があるので
従ってください。

圧迫バンドによる痛みや指の痺れがあるときは、
看護師に伝え下さい。

痛み等があったら手足を動かさずに言って下さい。 医師が止血を確認し、圧迫バンドを外します。

看護師からのオリエンテーションがあ
ります。

検査室が寒い場合は言って下さい。 圧迫バンドは4～6時間後(　:　)に外れます。

造影剤の影響で体が熱くなることがあります。

ご家族は病室またはラウンジでお待ち下さい。
治療後、医師より検査結果と今後の治療計画につい
て説明があります。
ご家族も同席して下さい。

この説明用紙は、治療のおおよその経過をお知らせするものです。状態に応じて予定が変更になることがあります。ご不明な点がございましたら、お気軽におたずねください。
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備考

中止薬や内服薬の変更があればお伝え
します。

教育
説明

その他

医師からカテーテル検査の説明があり
ます。家族も同席して下さい。

看護師から退院指導
があります。

同意書を提出してください。

圧迫バンドが外れた後に尿の管を抜きます。場合に
よっては翌朝抜くこととあります。機械が顔のすぐ近くまで近くまで来ることがありま

すが心配しないでください。

薬剤師から内服薬指
導があります。

注射

内服薬 内服薬の変更等があった場合は説明します。

処置 心電図モニターを装着します。
心電図モニターを
回収します。場合によっては点滴を開始します。 腕から穿刺予定の方は車椅子でカテーテル

室に行きます。

検査
レントゲン、心電図、採血、尿検査、
四肢血圧測定

採血、
心電図検査

退院

（　　/　　）

活動
排泄

室内もしくは病棟内トイレを使用して
下さい。

看護師に伝えて下さい。 腕から穿刺の場合はトイレ歩行可能です。

食事
治療食(     )を
食堂にお出しします。

朝食は(可・絶食)、昼食は(検査後・絶食)
になります。

       　　　 経皮的冠動脈インターベンションを受けられる方へ

日付
入院日 治療前 治療中 治療後 術後1日目


